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まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
世帯数 世帯
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俳人水原春郎さんに聞きました
交流会 わが町のおと姫バス を終えて

被害者支援を語る
狂犬病予防集合注射のご案内他
ハイスクールリポート
きょういく大崎上島
人権の視点
消費生活情報
島のニュース
ヘルシー愛ランド（健康）
お知らせのページ
まちのわんぱくちゃん

走る。今も、これからも

今月の表紙

目標は、 森を再生する 。森林税（県
税）を財源に、今年から ヵ年を目途に
始まった ひろしまの森づくり事業 の
うち、大崎上島町の環境緑化支援事業の
一つとして、神峰山の中腹に西野小学校
の全校児童が植樹を行いました。閉校を
前に思い出の体験となるとともに、子ど
もたちに、荒廃しつつある山林の現状と
再生について関心をもってもらうきっか
けになればと関係者は期待を募らせてい
ます。（関連記事 ページ）

島
を
巡
る
第

回
大
崎
上
島
駅
伝
大
会

島
の
外
周

・

を

人
で

た
す
き
を
つ
な
い
で
走
る
。

月

日
、
第

回
大
崎
上
島
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
体
育
協

会
主
催
）。
参
加
チ
ー
ム
数
は
、

昨
年
を
上
回
る

チ
ー
ム
。
町
外

か
ら
毎
年
参
加
し
て
い
る
チ
ー
ム

も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
今
年

は
、
ゲ
ス
ト
走
者
に
白
濱
三み

つ

徳よ
し

選

手
（
中
国
電
力
）
を
迎
え
、
中
野

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
正
午
、

一
斉
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。（
女

子
と
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
、
野
賀

フ
ェ
リ
ー
基
地
ス
タ
ー
ト
）
総
合

優
勝
は
、
廿
日
市
西
高
等
学
校

（
ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー

）、
昨

年
に
続
い
て
圧
倒
的
強
さ
を
見
せ

つ
け
ま
し
た
。

場
内
で
は
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム

大
崎
神
峰
ク
ラ

ブ

の
皆
さ
ん
に
よ
り
ふ
る
ま
わ

れ
た
温
か
い
う
ど
ん
と
ワ
カ
メ
ご

は
ん
が
、
選
手
た
ち
を
和
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
手
作
り
の
甘
い
も
の

を
提
供
し
た
か
ほ
り
会
の
コ
ー

ナ
ー
も
好
評
で
し
た
。

こ
の
大
会
は
島
の
早
春
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成

績
（

位

位
）

総
合
優
勝

廿
日
市
西
高
校

中
学
男
子
の
部

第

位

安
芸

津
中
学
校
、
第

位

忠
海
中

学
校
、
第

位

安
浦
中
学
校

高
校
男
子
の
部

第

位

廿
日

市
西
高
校
、
第

位

チ
ー
ム

海
星
、
第

位

広
島
商
船
高

等
専
門
学
校
陸
上
部

一
般
男
子
の
部

第

位

本
郷

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
第

位

竹
原
市
役
所
エ
キ
デ
ン
ク
ラ
ブ
、

第

位

竹
原
広
域
消
防
本
部

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

第

位

東
広

島
陸
上
ク
ラ
ブ
、
第

位

三

津
ナ
イ
ン
ス
タ
ー
ズ
、
第

位

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ニ
ア

女
子
の
部

第

位

安
芸
津
中

学
校
、
第

位

安
浦
中
学
校
、

第

位

竹
原
中
学
校



柑
橘
も
、野
菜
も
、穀
類
も
、大
崎
上
島
産
。

立
派
に
育
ち
ま
し
た
。

農
産
物
品
評
会

雨のち晴れ

すみれ祭りの賑わい

月

日
・

日
、
第

回
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

す
み
れ
祭
り

が

中
野
小
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

大
崎
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
次
の
日

は
よ
く
晴
れ
て
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

団
体
が
参
加
、
農
産
物
や
商

工
業
品
の
販
売
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
手

作
り
の
味
自
慢
が
並
び
ま
し
た
。
姉
妹

市
町
北
広
島
町
と
庄
原
市
が
参
加
。
い

ず
れ
も
、
合
併
で
特
産
品
も
豊
か
に
。

ご
当
地
か
ら
の
販
売
員
が
通
り
か
か
る

人
々
に
声
を
か
け
て
熱
心
に
紹
介
、
島

に
は
な
い
物
産
の
数
々
や
、
豊
平
手
打

ち
そ
ば
な
ど
実
演
コ
ー
ナ
ー
に
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

講
評
を
語
る

大
崎
上
島
町
農
業
委
員
会
会
長

岩
本
光
仁
さ
ん

出
品
規
格
を
ク
リ
ア
し
た
自
慢

の
産
品
を
前
に
、
審
査
員
一
同
で

厳
正
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

柑
橘
類
は

点
。
優
等
賞

は
、

い
し
じ

デ
コ
ポ
ン

は

る
み

レ
モ
ン

な
ど
奨
励
品
種

を
中
心
に
選
び
ま
し
た
。
品
揃
い
、

着
色
程
度
な
ど
の
外
観
と
糖
度
・

酸
度
を
中
心
と
し
た
内
容
を
合
わ

せ
て
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

近
年
、
気
象
変
動
の
影
響
に
よ

り
、
従
来
の
栽
培
管
理
で
は
高
品

質
の
生
産
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で

も
、
貯
蔵
や
か
ん
水
の
管
理
等
に

出
品
者
の
努
力
が
感
じ
ら
れ
、
感

銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

野
菜
類
は

点
。
品
揃
い
、
姿
、

色
つ
や
等
の
外
観
審
査
を
中
心
に

評
価
し
ま
し
た
。
今
年
は
ネ
ギ
や

ニ
ン
ジ
ン
の
出
来
が
よ
く
、
審
査

に
は
頭
を
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
露

地
栽
培
で
は
、
天
候
に
出
来
具
合

が
左
右
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
毎

年
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
を
出
品
さ
れ

る
の
は
、
日
ご
ろ
の
精
進
と
技
術

の
た
ま
も
の
で
努
力
の
結
果
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

加
工
品
は

点
。
包
装
、
外
観
、

味
の
優
れ
た
も
の
を
入
賞
に
選
び

ま
し
た
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
家
庭
の

味
で
、
多
く
の
も
の
が
包
装
に
工

夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

穀
類
は

点
。
米
、
豆
類
等
、

出
品
規
格
を
も
と
に
外
観
の
よ
い

も
の
を
入
賞
と
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん

産
業
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

藤

野
浩
さ
ん
（
柑
橘
）、
広
島
果
実

農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞

松
見
信
仁
さ
ん
（
柑
橘
）、
大
崎

上
島
町
議
会
議
長
賞

山
崎
才
子

さ
ん
（
野
菜
）、
広
島
ゆ
た
か
農

業
協
同
組
合
組
合
長
賞

底
押
福

三
さ
ん
（
柑
橘
）、
大
崎
上
島
町

農
業
委
員
会
会
長
賞

金
原
邦
也

さ
ん
（
柑
橘
）、
広
島
県
南
部
農

業
共
済
組
合
組
合
長
賞

松
見
艶

子
さ
ん
（
柑
橘
）、
大
崎
地
区
賞

徳
森
重
臣
さ
ん
（
柑
橘
）、
東
野

地
区
賞

和
田
悦
夫
さ
ん（
柑
橘
）、

木
江
地
区
賞

山
本
ノ
ブ
子
さ
ん

（
柑
橘
）

こ
の
ほ
か
、

等

名
、

等

名
、

等

名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

例
年
お
な
じ
み
の
農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
荷
者
、
家
庭
菜
園
で
自
家
消
費
用
の
生
産

者
を
問
わ
ず
出
品
、
出
来
ば
え
を
競
い
ま
し
た
。
展
示
会
場
と
な
っ
た
武
道
館
で
は
、

広
島
ゆ

た
か
女
性
部
の
う
ど
ん
食
堂
が
好
評
で
し
た
。
受
賞
者
の
紹
介
と
講
評
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



学
び
舎
の
移
り
変
わ
り

西
野
小
学
校

明
治

年
（

年
）、
原
田
説
教
場
を
借

り
て

安
詳
館
、
大
串
行
者
堂

を
借
り
て

早
修
館

を
設
立
。

原
田
学
校
、
大
串
学
校
と
名
称
を

変
え
、
新
築
・
移
転
の
の
ち
原
田

小
学
教
場
と
し
て
合
併
。
ま
た
大

串
分
教
場
の
設
置
。明
治

年（

年
）、
原
田
尋
常
小
学
校

と
大
串
尋
常
小
学
校
に
改
称
。
明

治

年
（

年
）、
合
併

し
校
舎
新
築
、
西
野
尋
常
小
学
校

と
改
称
。
明
治

年
（

年
）、
西
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
。

昭
和

年
（

年
）、
豊

田
郡
西
野
国
民
学
校
に
改
称
。
昭

和

年
（

年
）、
西
野

村
立
西
野
小
学
校
に
改
称
。
昭
和

年
（

年
）、
町
村
合

併
に
よ
り
大
崎
町
立
西
野
小
学
校

と
改
称
。
平
成

年
（

年
）、
町
の
合
併
に
よ
り
大
崎
上

島
町
立
西
野
小
学
校
に
改
称
。

中
野
小
学
校

明
治

年（

年
）、
西
光
寺
を
借
り
て

致
遠
館

を
始
め
る
。
明
治

年（

年
）、

清
容
舎

を
始
め
る
。
明
治

年（

年
）
致
遠
館

と

清
容
舎

を
合
併
し
て
中
野
小
学
校
に
。
そ

の
後
、
中
野
東
小
学
校
、
中
野
西

小
学
校
の
並
立
を
経
て
、
明
治

年（

年
）に
合
併
、
大
崎

中
野
尋
常
小
学
校
と
称
す
る
。
明

治

年（

年
）、
大
崎
中

野
尋
常
高
等
小
学
校
に
。
大
正
元

年（

年
）、
長
島
分
教
場

を
設
置
。
昭
和

年（

年
）、
豊
田
郡
中
野
国
民
学
校
と

改
称
。
昭
和

年（

年
）、

中
野
村
立
中
野
小
学
校
と
改
称
。

昭
和

年（

年
）、
大
崎

町
立
中
野
東
小
学
校
に
改
称
後
、

中
野
小
学
校
に
改
称
。
昭
和

年

（

年
）、
長
島
分
教
場
廃

止
。
平
成

年（

年
）、

町
の
合
併
に
よ
り
大
崎
上
島
町
立

中
野
小
学
校
に
改
称
。

閉
校
式
の
ご
案
内

両
校
と
も
に
、
閉
校
式
典
の
の

ち
、
閉
校
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

思
い
出
を
胸
に
刻
み
、
前
へ
と
踏

み
出
す
た
め
に
、
心
あ
た
た
ま
る

会
に
し
た
い
と
準
備
を
す
す
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

西
野
小
学
校

日
時

月

日

時

内
容閉

校
式
典

閉
校
記
念
行
事
…
映
像
で
綴
る

西
野
小
学
校
、
児
童
合
唱
と
お

別
れ
の
こ
と
ば
、
旧
校
歌
・
新

校
歌
合
唱

校
長
室
前
の
廊
下
で
歴
代
卒
業

生
写
真
展
開
催
中
。
当
日
は
、

時
半
か
ら

時
ま
で
校
舎

階
を
開
放
し
ま
す
。

中
野
小
学
校

日
時

月

日

時

分

内
容閉

校
式
典

閉
校
記
念
行
事
…
中
野
小
学
校

の
歴
史
紹
介
、
在
校
生
・
卒
業

生
の
お
別
れ
の
言
葉
、
想
い
出

の
ア
ル
バ
ム
、
卒
業
生
伴
奏
に

よ
る
校
歌
全
校
合
唱

分
か
れ
た
り
、
一
つ
に
な
っ
た

り
、
名
前
が
変
わ
っ
た
り
。
地
域

の
学
び
舎
は
、
学
制
改
革
や
町
村

合
併
、
社
会
の
変
化
等
に
よ
っ
て

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
今
年

月
末
、
西
野
小
学
校

と
中
野
小
学
校
が
閉
校
、
統
合
さ

れ
て

月

日
か
ら
大
崎
小
学
校

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
校
舎
・
施
設

は
中
野
小
学
校
の
も
の
を
引
き
継

ぎ
、
西
野
小
学
校
は
学
び
舎
の
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

西
野
小
で
は
、
学
校
は
な
く
な
っ

て
も
、
西
野
っ
子
の
心
意
気
を
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
と
、
一
日
一
日

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
ま
す
（
写

真
は
最
後
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
）。

走
る

走
る

ず
ん
ず
ん
走
る

こ
こ
に
学
校
が
な
く
な
っ
て
も

ぼ
く
ら
私
ら
は

走
り
続
け
る

昨
日
か
ら
き
ょ
う
へ

明
日
へ

こ
こ
で
眠
り

こ
こ
で
目
覚
め

山
の
風

海
の
風
に
吹
か
れ
て

日
の
光

月
の
光
を

存
分
に

青
草
を
踏
み

草
笛
を
鳴
ら
し

人
と
大
地
に

は
ぐ
く
ま
れ
て

広
い
世
界
へ
飛
び
出
し
て
い
く

閉
校
間
近

西野小学校（昭和 年ごろ）

中野小学校（昭和 年ごろ）



白
水
港
の
そ
ば
東
野
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
前
庭
に
、
生
野
島
ゆ

か
り
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

蜜
柑

み
か
ん

島
め
ぐ
る
潮
の
瀬

激た
ぎ

ち
合
ふ

秋
桜
子

春
郎
書

昭
和

年
、
俳
人
水
原
秋
櫻
子

み
ず
は
ら
し
ゅ
う
お
う
し

が
生
野
島
へ
吟
行
し
た
と
き
に
詠

ん
だ
句
の
一
つ
で
す
。
こ
の
と
き

一
行
は
、
大
長
（
呉
市
豊
町
）
か

ら
機
帆
船
を
仕
立
て
て
訪
れ
、
す

で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
陶
芸
家
迦か

洞と
う

無む

坪へ
い

の
庵
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
見
た
陶
土
仏
の
ほ
か
、
島

の
風
景
を
詠
ん
だ
作
品
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

わ
が
町
に
は
、
俳
人
山
頭
火
な

ど
数
々
の
文
人
が
訪
れ
、
す
で
に

碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
作
品
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
掘
り
起
こ
し

文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り
の
一

助
に
と
町
の
俳
句
協
会
が
呼
び
か

け
建
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

月

日
の
除
幕
式
で
は
、
秋

櫻
子
の
長
男
で
俳
句
結
社

馬あ

醉し

木び

を
継
承
す
る
水
原
春
郎
主
宰

夫
妻
と
お
孫
さ
ん
の

田
千
鶴
子

さ
ん
（
馬
醉
木

編
集
長
）、
当

時
、
吟
行
に
同
行
し
た
中
本
柑
風

さ
ん
が
幕
を
引
き
ま
し
た
。

平成 年度ふるさとづくり事業補助金対象事業。
（句碑建立）

ふるさと再発見

俳人 水原秋櫻子の句碑建立
生野島ゆかりの作品を

自
然
に
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

俳
句
を
作
る
に
は
、
右
脳
と
左

脳
の
両
方
を
使
い
ま
す
。
右
の
脳

は
感
動
や
情
緒
、
左
の
脳
は
言
葉

に
深
く
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
感

動
を
言
葉
と
し
て
表
そ
う
と
す
れ

ば
、
脳
は
左
右
と
も
に
フ
ル
回
転

で
す
。

吟
行
（
ぎ
ん
こ
う
・
俳
句
を
作

る
た
め
に
出
か
け
る
こ
と
）
で
歩

き
回
れ
ば
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
る
。

時
に
は
旅
行
す
る
。
句
会
に
出
か

け
て
人
と
会
う
。
引
き
こ
も
っ
て

い
る
ヒ
マ
も
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
か
ら

俳
句
は
写
生
だ
と
い
わ
れ
る
く

ら
い
観
察
を
重
視
し
ま
す
。
見
慣

れ
た
風
景
や
風
物
で
あ
っ
て
も
、

関
心
を
寄
せ
て
じ
っ
と
見
つ
め
て

い
る
と
、
か
す
か
な
変
化
も
見
え

て
き
ま
す
。
お
の
ず
と
感
性
が
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
、
深
い
感
動
体
験
が

得
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
言
葉
の
出

番
、
感
動
な
く
し
て
言
葉
だ
け
並

べ
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

俳
句
を
始
め
る
と
、
本
を
読
ん

だ
り
絵
画
を
観
た
り
音
楽
を
聴
い

た
り
、
興
味
や
関
心
が
広
が
り
ま

す
。
そ
れ
が
、
自
分
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
楽
し
い
こ
と
で
す
。

揺
ら
が
な
い
自
分
づ
く
り

句
会
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
も
初
心

者
も
同
様
に
互
い
の
作
品
を
評
価

す
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

人
の
選
と
合
致
し
た
か
ら
安
心
で

は
な
く
、
一
人
で
も
、
こ
こ
が
よ

い
の
だ
と
言
え
る
自
分
の
基
準
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
を

培
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

伴
侶
を
な
く
し
て
一
人
に
な
っ

て
も
、
俳
句
を
し
て
い
た
か
ら
力

を
失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
と
い
う

方
々
が
い
ま
す
。
俳
句
に
は
そ
う

い
う
働
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

う
ま
い
下
手
で
は
な
く

う
ま
い
俳
句
を
作
り
た
い
と
欲

が
出
ま
す
が
、
高
得
点
だ
か
ら
よ

い
と
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。
他
人

と
競
い
合
う
の
で
は
な
く
、
自
分

に
納
得
で
き
る
作
品
が
、
生
涯
に

一
つ
で
き
た
ら
そ
れ
で
よ
い
で
は

な
い
か
と
芭
蕉
も
言
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
そ
れ
が
容
易
で
な
く
苦
し

い
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
高
い
目
標

を
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

う
ま
い
下
手
で
は
な
く
、
興
味

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
日
々
の

暮
ら
し
を
楽
し
く
充
実
し
た
も
の

に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
俳

句
に
限
ら
ず
、
何
に
で
も
通
じ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

除
幕
式
の
の
ち
、
水
原
春
郎
主
宰
か
ら
、
秋
櫻
子
の
作
品
を
引
き
な
が
ら
、
そ
の
人
と
な
り
や
俳
句
へ

の
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
に
わ
か
に
俳
句
に
興
味
を
そ
そ

ら
れ
た
人
も
。
水
原
主
宰
に
、

俳
句
で
い
き
い
き

し
た
暮
ら
し
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

みずはら・はるお
大正 年東京神田生まれ。
昭和 年慶応義塾大学医学
部卒業。昭和 年 馬醉木
編集発行人。昭和 年 馬
醉木 主宰。俳人協会副会
長。聖マリアンナ医科大学
名誉教授。句集 蒼龍 。
編著書 秋櫻子俳句 日
水原秋櫻子の世界 紫
陽花雑記

一
生
に
一
句
、
会
心
の
作
が
で
き
れ
ば
い
い
。

そ
れ
ま
で
は
勉
強
。
そ
れ
が
楽
し
い
ん
で
す
。



と
は
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

今
回
の
交
流
会
は

人
ば
か
り

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
と
姫

バ
ス
運
行
以
来
、
町
は
い
ろ
い
ろ

と
改
善
に
尽
く
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
様
子
は
な
か
な
か
外

か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
。
説
明
を
聞

く
と
、
な
る
ほ
ど
そ
う
か
と
思
う

一
方
で
、
そ
れ
で
も
こ
れ
が
必
要

だ
と
い
う
利
用
者
の
意
見
が
あ
る
。

利
用
者
同
士
で
利
害
が
対
立
す
る

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

利
用
し
て
い
な
い
人
の
意
見
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
出
し
合
い
、
耳
を
傾
け
る
な
か

で
、
バ
ス
の
存
続
と
よ
り
よ
い
あ

り
方
に
向
け
て
、
お
互
い
の
あ
り

よ
う
を
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。
町
の
す
べ
き
こ
と
、
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
利
用
者
の
で

き
る
こ
と
は
何
か
。
そ
の
際
、
よ

り
多
く
の
人
が
関
心
を
寄
せ
る
こ

と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味

で
も
、
交
流
会
は
な
ん
ら
か
の
か

た
ち
で
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

間
に
、
本
校
で
も
、
島
の
生
活
満

足
度
の
向
上
を
研
究
テ
ー
マ
と
す

る
専
攻
科
の
学
生
が
お
り
、
お
と

姫
バ
ス
の
利
用
向
上
に
つ
い
て
研

究
に
取
り
組
む
研
究
室
も
あ
り
、

地
域
の
注
目
す
べ
き
課
題
と
し
て

の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
の
ま
と
め
が
早
速

要
望
書
と
し
て
町
に
届
け
ら
れ
る

と
期
待
さ
れ
た
向
き
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

新
し
い
こ
と
が
定
着
し
て
い
く

に
は
、
利
用
者
、
運
行
主
体
者
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
一
堂
に

会
し
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
一
回
き
り
で
は
な
く
。
時

が
経
て
ば
、
社
会
の
状
況
が
変
わ

り
、
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
改
善
の
必
要
は
エ
ン
ド
レ
ス

に
生
じ
て
き
ま
す
。
画
期
的
な
改

善
策
な
ど
な
い
と
思
わ
れ
て
も
、

現
時
点
で
可
能
な
範
囲
内
で
少
し

ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
で
確
実
に

進
化
し
て
い
き
ま
す
。
継
続
す
る

広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
地
域

交
流
・
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

つ
の
テ
ー
マ
を
特
定
し
て
交

流
・
共
同
研
究
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

つ
の
柱
は
、
海
事
関

連
産
業
に
関
す
る
こ
と
。
産
官
民

を
対
象
と
し
た
洋
上
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
、
講
演
会
あ
る
い
は

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
課
題
解
決
に
役

だ
っ
て
来
た
と
考
え
ま
す
。
も
う

つ
の
柱
は
、
こ
の
地
域
の
お
役

に
立
て
る
活
動
で
す
。
平
成

年

月
、
お
と
姫
バ
ス
の
運
行
開
始

を
契
機
に
、
交
流
会
の
テ
ー
マ
を

お
と
姫
バ
ス
に
絞
り
ま
し
た
。

過
疎
や
高
齢
化
の
す
す
む
地
域

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
こ

れ
か
ら
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
運
行
主
体
は
町
で
す

が
、
当
セ
ン
タ
ー
が
中
立
の
立
場

で
、
町
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い

て
み
た
い
と
考
え
て
平
成

年

月
、
交
流
会

お
と
姫
バ
ス
が
走

る

を
開
催
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど

年
を
経
て
、
今
回
は
そ
の
第

弾
と
言
え
る
も
の
で
す
。
こ
の

月

日
、
町
と
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
と
の
連
携
協
定
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
交
流
会

わ
が
町
の
お
と

姫
バ
ス
（
広
島
商
船
高
専
主
催
）。
こ
の
交
流
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

進
行
役
を
務
め
た
松
島
勇
雄
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。（
交
流
会
の
内
容
は

ペ
ー
ジ
に
）

情
報
を
公
開
す
る
。
意
見
を
出
し
合
う
。

交
流
に
よ
っ
て
町
が
い
き
い
き
し
て
い
き
ま
す
。

交
流
会

わ
が
町
の
お
と
姫
バ
ス

を
終
え
て

交
流
会

わ
が
町
の
お
と
姫
バ
ス

を
終
え
て

おと姫バスは、一般
乗合バス（さんよう
バス）が走っていな
い交通空白地域の輸
送を行い、町の皆さ
んの利便性の向上を
図る目的で運行して
います。（道路運送
法 条）



島
の
生
活
満
足
度
を

調
べ
て
み
ま
し
た

小
学
生
高
学
年
以
上
を
対
象
に
、

島
内
の
生
活
関
連
施
設
に
関
す
る

意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。（

枚
配
布
、
回
答
率

・

％
）
過
疎
・
高
齢
化
、
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
住
民
の
生
活
を
向

上
さ
せ
る
効
果
的
な
整
備
を
探
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、

集
会
所

な
ど
の
寄
り
合
い
施
設
に
つ
い
て

は
満
足
度
が
高
く
、
医
療
、
娯
楽
、

フ
ェ
リ
ー
や
高
速
艇
な
ど
の
満
足

度
は
低
い
。

島
で
の
暮
ら
し
に

満
足
と
い
う
人
と
不
満
足
と
い
う

人
と
が
ほ
ぼ
同
率
で
分
か
れ
る
。

小
売
店
の
品
揃
え
、
人
と
の
交

流
、
教
育
の
受
け
や
す
さ
な
ど
が

生
活
満
足
度
に
強
く
関
連
し
て
い

る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

住
民
の
生
活
満
足
度
を
効
率
的

に
向
上
さ
せ
る
に
は
、
フ
ェ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
娯
楽
施
設

お
と
姫
バ
ス
の

使
い
勝
手
は
？

昨
年

月
、
住
民
を
対
象
に
お

と
姫
バ
ス
の
利
用
状
況
や
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

過
疎
化
、
高
齢
化
の
す
す
む
大
崎

上
島
で
は
、
今
後
も
バ
ス
の
利
用

者
は
増
加
し
必
要
性
が
増
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
よ
り
利
用
し

や
す
い
お
と
姫
バ
ス
の
あ
り
方
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

通
院
と
買
い
物
に
利
用
す
る
人

が
多
く
、
車
の
運
転
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら
利
用
し
た
い
と
い
う
人

が

％
い
ま
す
。
ま
た
、
便
数
が

増
え
れ
ば
料
金
が
増
し
て
も
利
用

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
時
刻
表
や
路
線
を
わ

か
り
や
す
く
、
便
数

の
見
直
し
、

午
後
よ
り
も
午
前
の
便
を
充
実
す

る
、
通
院
に
便
利
な
よ
う
に
配
慮

お
と
姫
バ
ス
の
現
状

企
画
課
長

亀
山
英
治

お
と
姫
バ
ス
は
、
生
活
交
通
路

線
バ
ス（
さ
ん
よ
う
バ
ス
）の
走
ら

な
い
と
こ
ろ
を
補
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成

年

月
か
ら
運
行

し
て
い
ま
す
。
さ
ん
よ
う
バ
ス
に

委
託
し
、
大
崎
方
面
と
木
江
・
東

野
方
面
の

路
線
を
、

人
乗
り

台
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

年

度
は
年
間
の
べ

万
人
の
利
用
、

年
度
は
あ
と

ヶ
月
を
残
す

月
末
で
す
で
に
昨
年
を
上
回
る
利

用
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
積
み
残
し
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

人
乗
り

を

台
入
れ
る
予
定
で
す
。

バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
経
費
は
、

年
間

千
数
百
万
円
、
運
賃
収
入

は

百
万
円
、

人

円
の

運
賃
に
対
し
て
、

円

の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

船
便
と
の
連
絡
が
不
十
分
な
こ

と
、
時
刻
表
が
わ
か
り
に
く
い
、

運
行
路
線
が
複
雑
で
あ
り
、
乗
車

数
の
少
な
い
路
線
と
時
間
帯
を
ど

う
す
る
か
な
ど
を
改
善
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
、
皆
さ
ん
の

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
課
題
と

改
善
策
を
探
し
て

パ
ネ
ラ
ー

山
本
輝
明
さ
ん（
住

民
）、
沖
原
ミ
ス
カ
さ
ん
（
住
民
）、

榎
本
江
司
さ
ん
（

法
人

か
み
じ
ま
の
風
産
業
振
興
部
会

長
）、
岡
山
正
人
さ
ん
（
流
通
情

報
工
学
科
教
授
）
司
会

松
島

勇
雄
さ
ん
（
電
子
制
御
工
学
科
教

授
）お

と
姫
バ
ス
は
町
の
大
切
な
交

通
機
関
。
高
齢
化
と
と
も
に
、
今

後
も
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
と
姫
バ
ス
の
運
行
改
善
は
、

住
民
の
生
活
の
質
向
上
を
図
る
た

め
に
も
大
切
で
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
改
善
の
た

め
の
意
見
と
し
て
次
の

つ
が
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス
の
時
刻

表
を
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
。

利
用
の
優
先
順
位
を
考
え
る
。

現
状
で
は
、
通
院
を
優
先
す
る
。

バ
ス
の
利
用
促
進
に
は
、
施
設

側
で
も
工
夫
し
て
は
い
か
が
か
。

例
え
ば
、
ふ
れ
あ
い
の
館
の
優
待

澤井 勝太さん（産業
システム工学専攻）

講
演

講
演

報

告

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

割
引
や
医
院
の
診
療
時
間
の
工
夫

な
ど
。

ま
た
、
会
場
の
参
加
者
か
ら
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

赤
字
な
ら
不
必
要
と
回
答
し
た
人

が

％
い
る
が
、
赤
字
で
も
運
行

す
べ
き
で
あ
る
。

乗
客
数
は
順

調
に
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
成
功

事
例
と
い
え
る
。

よ
り
よ
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
育
て
る

に
は
住
民
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

（
主
催
者
ま
と
め
よ
り
）

岡山 正人教授（流通
情報工学科）

の
充
実
、
医
療
施
設
の
充
実

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
さ
ん
よ
う
バ
ス

と
時
刻
表
に
つ
い
て
協
議
し
、

台
の
お
と
姫
バ
ス
の
効
率
的
な
運

行
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。



夫
婦
や
恋
人
同
士
で
も
、暴
力
は
犯
罪
で
す
。

被
害
者
支
援
を
語
る

土
居
絹
子
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ふ
ぁ
み
り
ぃ
事
務
局
長
）

月

日
、
大
崎
上
島
町

対
策
関
係
機
関
連
絡
会
議
の
講
演
会
で
、
被
害
者
支
援
団
体

法
人
ふ
ぁ
み
り
ぃ
の

事
務
局
長
土
居
絹
子
さ
ん
が
、

被
害
者
支
援
の
現
場

と
題
し
て
語
り
ま
し
た
。
講
演
後
の
控
室
で
、

の
現
状

と
背
景
、
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
土
居
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

殺
す
か
殺
さ
れ
る
か

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（

）
は
、
本
来
も
っ
と

も
信
頼
し
合
え
る
関
係
で
あ
る
は

ず
の
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に

よ
っ
て
、
果
て
は
殺
す
か
殺
さ
れ

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て

し
ま
う
深
刻
な
問
題
で
す
。
子
ど

も
が
い
れ
ば
、
も
ろ
に
そ
の
影
響

を
被
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
常
的
に
起
き
て
い
ま
す

女
性
の

人
に

人
は
夫
か
ら

暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

人
に

人
は
け
が
を
し
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
を
見
て
も
、

ご
く
身
近
な
問
題
だ
と
い
え
ま
す
。

た
だ
、
受
け
て
い
る
当
人
が
暴
力

だ
と
自
覚
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、

わ
か
っ
て
い
て
も
逃
げ
る
に
逃
げ

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
親
密
な
関
係

間
ゆ
え
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

背
景
に
は
社
会
の
問
題
が

は
、
個
人
的
な
問
題
だ
け

で
は
な
く
歴
史
的
に
培
わ
れ
て
き

た

男
が
主
で
女
が
従

と
い
う

意
識
や
力
の
差
か
ら
来
る
、
男
性

に
よ
る
女
性
の
支
配
の
た
め
の
手

段
と
し
て
生
じ
る
暴
力
で
す
。
オ

レ
の
女
だ
か
ら
オ
レ
の
好
き
に
し

て
何
が
わ
る
い
。
オ
レ
の
気
に
入

る
よ
う
に
ふ
る
ま
う
べ
き
と
い
う

論
理
。
こ
れ
は
、
男
女
差
別
の
構

造
を
反
映
し
た
人
権
侵
害
で
あ
り
、

社
会
の
問
題
な
の
で
す
。

暴
力
は
犯
罪
で
す

い
じ
め
の
問
題
で
も
そ
う
で
す

が
、
や
ら
れ
る
方
に
も
非
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
が
あ

り
ま
す
。
こ
と
に
、

被
害
者

に
対
し
て
、
周
囲
に
も
犯
罪
被
害

者
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
薄
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
暴
力
で
解

決
す
る
の
は
間
違
い
で
す
。
ま
し

て
、
暴
力
を
受
け
た
側
が
責
め
を

負
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

も
し
、
被
害
者
に
相
談
を
受
け

た
ら
、
そ
の
人
は
や
っ
と
の
思
い

で
話
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

ま
ず
は
話
を
聞
く
こ
と
で
す
。
そ

の
際
、
共
感
し
て
聞
く
と
い
う
姿

勢
を
貫
く
こ
と
。
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
相
談
機
関
に
話
を
持
ち
か
け

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

本
人
が
言
い
た
く
な
い
か
、
自

覚
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
親
や

兄
弟
、
医
療
者
、
教
員
、
保
育
士

な
ど
周
囲
の
人
間
が
気
づ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
で
早
期
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

とは
夫・恋人など親密な関
係にある人からの、女性
への暴力を言います。け
がにいたるような身体的
暴力だけでなく、精神的、
経済的、性的暴力があり
ます。

身体的暴力
殴る、蹴る、物を投げ
つける
精神的暴力
殺すぞ ・ 自殺し

てやる ・ バカやろう
など暴言によって心を傷
つける
性的暴力
セックスを強要する。
見たくないポルノビデオ
や雑誌を無理やり見せる
経済的暴力
生活費を渡さない。支
出を細かくチェックする。
働かせない。 誰に食わ
せてもらっているんだ
とよく言う

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

人
権
を
大
切
に

す
み
れ
祭
り
の
会
場
で
、
町
と

竹
原
市
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ

ん
と
広
島
法
務
局
竹
原
市
局
長
等

が
、
チ
ラ
シ
や
風
船
や
グ
ッ
ズ
を

来
場
者
に
手
渡
し
な
が
ら
、

人

権
を
守
ろ
う

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
人
権
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人

あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん
、
ま
も
る
く
ん
が

活
動
に
加
わ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

かな？と思ったら

配偶者暴力相談支援
センター

月 金 時 時
大崎上島町 対策
関係機関連絡会議
（福祉事務所 福祉課内）

月 金 時 時



狂犬病予防集合注射のご案内
狂犬病は人をはじめ、すべての哺乳類及び鳥類に感染
します。現在のところ治療法もなく、一度発病してしま
うと、必ず死亡してしまう恐ろしい病気です。そのため、
予防が極めて重要になってきます。
現在、検疫というシステムにより、海外からの侵入を
防いでいますが、一度ウイルスの侵入を許してしまうと、
検疫で狂犬病の流行を防ぐことは困難です。そこで重要
となるのが狂犬病予防接種です。接種率が低ければ、狂
犬病の流行を抑えることができません。国内では、飼い
主の登録制度、予防注射の徹底、捨て犬や野犬を出さな
いよう飼い主と行政（町や動物愛護センター）の連携を
努めているところです。
狂犬病予防法では生後 日以上の犬は登録（生涯 回）

及び狂犬病予防接種（年 回）が義務付けられています。
集合注射の会場では予防注射とあわせて新規登録、死亡
届及びその他の変更届も受け付けます。
すでに登録済の飼い主の方には、事前にハガキ（問診
票つき）で日程（下記）をご案内します。当日はそのハ
ガキを必ず持参して接種を受けてください。
料金 注射のみ 一頭 円

新規登録と注射 一頭 円
保健衛生課（木江支所）

狂

月日 実 施 場 所 時 間

月

日

明 石 会 館
沖浦漁港観光物産館前
上 の 谷 会 館
木 江 中 学 校 前 荷 揚 場
木江保健福祉センター
本 通 り 遊 園 地 前
木 江 会 館
末 光 商 店 横
岩 白 会 館
外 表 集 会 所
鮴 崎 役 場 出 張 所

月

日

東 原 下 集 会 所
原 下 集 会 所
山 尻 集 会 所
本 郷 集 会 所
役 場 大 崎 支 所
脇 の 浦 会 館
下 組 会 館
矢 弓 老 人 集 会 所
垂 水 フ ェ リ ー

月

日

瀬 井 集 会 所
大 串 老 人 集 会 所
西 野 公 民 館
大 西 集 会 所
向 山 集 会 所
役 場 本 庁

月日 実 施 場 所 時 間
明 石 会 館
沖浦漁港観光物産館前
上 の 谷 会 館
木 江 中 学 校 前 荷 揚 場
木江保健福祉センター
本 通 り 遊 園 地 前
木 江 会 館
末 光 商 店 横
岩 白 会 館
外 表 集 会 所
鮴 崎 役 場 出 張 所
東 原 下 集 会 所
原 下 集 会 所
山 尻 集 会 所
本 郷 集 会 所
役 場 大 崎 支 所
脇 の 浦 会 館
下 組 会 館
矢 弓 老 人 集 会 所
垂 水 フ ェ リ ー
瀬 井 集 会 所
大 串 老 人 集 会 所
西 野 公 民 館
大 西 集 会 所
向 山 集 会 所
役 場 本 庁

木江 東野 大崎

地籍調査にご協力ください
地籍調査とは
町では、国土調査法に基づいて地籍調査を実施して
います。
現在法務局に保管されている公図や登記簿は、明治
初期に作られたものに加除訂正を加えて使用されてい
ます。そのため、実際の土地の形や大きさと違ってい
たり、測量も不正確であったりする場合もあるのが実
態です。
地籍調査は、土地の所有者等の立会いのもとに一筆
ごとに精密な調査・測量を行い、新しく正確な地図と
帳簿を作成します。これにより、土地の正しい位置・
地番・境界・地目・区画をはっきりさせることができ
ます。
来年度の調査予定区域
【木江】岡田、古本、柿

かき

大
おお

路
じ

、東側、浜側、西側、正
しょう

畠
ばたけ

、地
じ

蔵
ぞう

平
ひら

、宮之崎、天
てん

満
ま

鼻
ばな

、都
つ

志
し

阿
あ

納
な

地元説明会…都志阿納 月予定、他の区域 月予定
一筆地調査…都志阿納 月予定、他の区域 月 月
【東野】象

そう

頭
ず

、南白崎、白崎牛ノ首、本白崎、大
おお

田
だ

新
しん

開
がい

、
五
い

十
そ

鷺
さぎ

、峯
みね

広
ひろ

、先大田、前大田、浄
じょう

好
こう

、西白
崎、白崎

地元説明会… 月予定
一筆地調査… 月 翌年 月

土地所有者等関係者の皆さんへは、書面でご案内い
たします。ご協力をお願いします。
農林水産課地籍調査係（大崎支所）

地

営業に使う はかり には
定期検査が必要です
検定証印や基準適合証のついた正確な はかり も、

使用しているうちに誤差が生じる場合があります。そ
こで、商店や病院などで取引や証明に使用されている
はかり は、 年に 度、都道府県が行う法定の定

期検査を受けることが義務付けられています。
検査に合格した はかり には合格した年月と次回

検査年が表示された 定期検査済合格ステッカー が
貼られます。このステッカーが貼られていない はか
り や、次回検査年に達しているのに定期検査を受け
ていない はかり は、取引や証明に使用できません。
定期的に検査を受け、計量する範囲や精度に見合った
能力をもつ はかり を使いましょう。
大崎上島町では 月 日 日に検査を実施する予

定です。時間や場所等詳しくは次号でお知らせします。
なお、新しく はかり を使用する場合、あるいは
使用しなくなった場合は、 月 日までに商工観光課
（ ）へお知らせください。

営
定
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ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

つくしの会

絵本 あくま 他

谷川 俊太郎作

開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

温かな手 石持 浅海

クローバー 島本 理生

松坂大輔の 林 壮
たけ

行
ゆき

獄中記 佐藤 優

夢をかなえるゾウ 水野 敬
けい

也
や

余命一ヶ月の花嫁 イブニング ファイブ

私の男 桜庭 一樹

母べえ 野上 照代

休休

月 日 、大崎上島文化センター ホール 神峰
で、第 回目の 卒業研究発表会 を開催しました。こ
れは 年生の総合的な学習の一環で、人文研究・自然研
究・英語表現研究・生活文化研究・工業技術研究の つ
の分野から興味関心の深いものを生徒自らが選択し、
テーマを設定し、 年間研究してきた成果を発表するも
のです。
今年度の各教科のテーマは次のとおりです。
人文研究 日本の検察・裁判制度

それでもボクはやってない
自然研究 ポップコーンがふくらむメカニズムについて
英語表現研究 英語劇の創作 あかずきん
生活文化研究 和菓子について
工業技術研究 水陸両用車の製作
今年の卒業研究発
表会では、このほか
に昨年末ソーランコ
ンテストで優勝した
有志 名によるソー
ラン踊りも披露しま
した。

月 日、この春卒業する 年生との別れを惜しみ送
別球技大会を実施しました。男子はバスケットボール、
女子はバレーボールを行い、学年の枠を越えて友情を深
め、良い思い出を作ることができました。

卒業研究発表会を開催しました
広島商船高専は、近年、高専の学生が自ら命を絶つと
いう悲しい出来事が増えてきている事実を踏まえ、学生
が自殺する危険性を早期の段階で認知して適切な予防措
置を講じるために、学生用のリーフレット お願い 死
なないで と教職員用のリーフレット かけがえのな
い命を失わないために を作成した。
同校 中村学生相談室長は 学生・教職員の全員で学

生が出すサインに注意を払い、今後も学生の中から自殺
者を出さないようにしたい と、その重要性を語った。
また、同校では今後、外部講師を招いての 自殺予防

のための講習会 開催等も予定しており、学校全体で更
なる学生・教職員の意識啓発を狙った活動を考えている。
広島商船高専 学生相談室（ ）

自殺予防のリーフレットを作成

送別球技大会

学生用リーフレット

教職員用リーフレット



今月は中野小学校今月は中野小学校

朝ごはんと外遊び
外遊び 笑って走って 汗かいて （ 年生作品）

十分な睡眠をとり、早起きをし、朝ごはんをしっかり
食べて元気よく登校する。休憩時間には、外で元気よく
遊び、体を動かす。そんな子どもが増えています。
脳は食事をとることで目覚めます。特に、朝ごはんは
一日の活力の源なのです。そこで脳の働きの活発な午前
中に学習を集中的に頑張らせています。

心も体も元気な中野っ子
かしこく、なかよく、たくましく
地域とともに中野っ子の育成に努めています。

食べる！遊ぶ！読む！活動を通して
早寝・早起き・朝ごはん

挑戦する子ども
昨日の自分 のりこえる （ 年生作品）

学級、個人の目標を立て、意欲と自信を持たせる取り
組みを行っています。全児童が作品に応募し、学期に
回以上五・七・五作りをしながら、言葉による豊かな表
現力の育成を図っています。

平成 年度【第 回】 月 日
報告 教育長報告
協議 大崎上島町教育長に対する事務委任規則の一

部改正について
協議 平成 年度の重点施策について
協議 平成 年度当初予算要求について
その他
学校・幼稚園の行事予定について
その他

教
育
委
員
会
の
動
き

日 中学校卒業式
日 幼稚園卒園式
日 小学校卒業式
日 西野小学校閉校式
日 中野小学校閉校式

主
な
学
校
行
事（

月
）

おなかから、大きな声で音読・暗唱

笑顔いっぱい挨拶運動

元気よく外遊び

基礎学力向上のために
としょしつは 本がいっぱい 本のくに（ 年生作品）
百ます計算・音読、暗唱・読書活動等、全学年で脳の
活性化を図り、集中力と強い心を育てています。

つのあ運動
あとかたづけ あいさつ ありがとう 、 つの

あ運動 週間を決めて取り組んでいます。
学校・家庭・地域へと挨拶を広げ、 元気 を送りま

すので、地域の皆様もご協力をお願いします。

地域人材を生かした学習
地域の皆様から、大崎地域の産業や歴史について専門
的な話を聞き、地域を大切にする子どもの育成に力を入
れています。



そろそろ書こうかな。
夜八時過ぎ。いつものように、今日の出来事を紙に書
き、ファックス送信。
その紙の一番上には おばあちゃんへ 。
祖母は、今年で七十四歳。熊野古道奥深く、過疎化の
進むのどかな山の中に、一人で住んでいる。人口が五十
人ほどで、若くても六十五歳を過ぎている。そんな中で、
皆助け合いながら暮らしている。
私は、この村の自然が大好きだ。桜並木や、夜空に広
がる星を見ると、心が豊かになる。
小さい頃は、休みになると川遊びや山登りなどをしに、
祖母の家へ行くことがとても楽しみだった。祖母も、首
を長くして待っていてくれた。
しかし、兄が中学生になると、部活などもあり、その
回数も少なくなった。
祖母は私達に、無農薬の野菜を食べさせようと、猿や
猪と格闘しながら畑を作る。収穫すると、箱一杯に詰め
て送ってくれる。誕生日や行事の時には、必ずプレゼン
トも入れて。
ところが、今年二月。兄の誕生日が過ぎても、荷物が
届かなかった。今まで、一度も忘れたことがなかったの
に。
一月に、祖母の義弟が交通事故で亡くなっていた。
ショックで、気が動転してしまったのだろうか。
伯母は、祖母に電話しても、話を聞いていなかったり
すると言う。私達は、すぐに行き大丈夫なのか確かめた
かった。しかし学校もあり、遠距離のため無理だった。
このまま何もせずにいたら、もっと落ち込んでいくだ
ろう。家族中皆どうすればいいのか、ずっと悩んでいた。
ある日図書館で、バリアフリーの本を読んでいた。そ
の中で、 直接交流しなくても出来るボランティアは、
たくさんある。 という言葉が目についた。私に出来る
ことは、毎日ファックスを送り、支えてあげることだ。
算数の百マス計算や音読、クイズも取り入れ、毎日欠
かさず送った。反応は、思っていたよりすごかった。質
問が分からない時は、電話がかかってきた。
私は最初、すごく張り切っていた。書く事が好きだか
ら、簡単に出来る事だと思った。
甘かった。毎日書くのは、考えているよりもとても大
変だった。部活で疲れて眠たい時もあった。話のネタが
無くなり、そのうち絵をたくさん書くようになった。
ある日、十時を過ぎても送らない私に母が、
自分の言葉に責任を持ちな。出来ないならやめなさい。

やさしさの向こうに
三重県安芸郡芸濃町立芸濃中学校一年 水谷 知世

と言った。イライラしていた私は、
私だって、毎日えらいの。そんなに送りたいなら、お
母さんが書けば。
と言い、自分の部屋に閉じこもった。
翌朝、テーブルを見ると、母が送った原稿があった。
祖母は電話でいつも、 毎日大変だから、暇なときでい
い。 と言ってくれていた。本当は、心待ちにしている
のに。祖母に対して、失礼なことをしてしまったと、申
し訳なく思った。
自分から始めたのに、面倒だからなどでやめるなんて、
自分に負けた気がして情けなかった。それからは、無理
をせず書けない時は、電話をすることにした。
今年のお盆に、祖母の家へ行った。私の送ったファク
スを、宝物のように大切にして残していた。よく見ると、
問題にかかった時間も書いてあり、何回もやり直した跡
があった。
うれしかった。
私は今まで、こんなに長い期間、人を喜ばせるという
ことがなかった。
祖母へファックスを送ることは、自分自身の掛け替え
のない体験だ。最初は、祖母が変わればと思って、送っ
ていた。しかし、一番変わったのは、私だったようだ。
私達人間には、どんな人にも心があり、感情がある。
やさしくされれば、自然と自分もやさしくなれるもの
だ。人を心から思いやる気持ちが持てるようになったの
は、祖母のおかげだ。今は祖母が、心から喜んでくれて
いる、 満足感 が私にはある。
今の世の中、犯罪や非行に走る子どもが増えてきた。
もしかしたら、彼らもやさしさを求めているのかも知れ
ない。否定ばかりするのではなく、家庭や社会が温かく
接することができたなら、どんなに素晴らしいだろう。
私はこれからも、色々な体験を通し、たくさんの人と
接することで、 かぎりなく温かい人 になれるよう、
努力していきたい。
そろそろ書こうかな。
夜八時過ぎ。いつものように、今日の出来事を紙に書
き、ファックス送信。
その紙の一番下には、 おばあちゃん、いつもありが

とう。私、もっとファックス送りたいから、長生きしな
きゃだめだよ。知世 。
法務省保護局編集 第五十五回 社会を明るくする運
動 作文コンテスト優秀賞（中央実施委員会委員長賞）
受賞作品
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悪質な懸賞サイトにご注意を！悪質な懸賞サイトにご注意を！

減らそう犯罪
交通事故のない社会 をめざして、
保護者の方へお願い
新入学児童の交通事故防止について

ワンポイントアドバイス

月 日、大崎上島消防署が光禅寺（中野）で消
防訓練を行いました。昭和 年、法隆寺金堂壁画が
焼損したこの日を文化財防火デーと定め、全国各地
で文化財の防火訓練が実施されています。訓練では、
まず消火器や消火栓の取り扱いを地域の方に体験し
ていただき、その後消防署との合同訓練で、その成
果を発揮していただきました。

【相談内容】
懸賞サイトに応募するため、メールアドレスを登録したら、 万円が当たった と当選メールが入り

ました。そのメールには 当選金の受け取りにはポイントが必要 とあったので、 ポイント（ ポイ
ント 円）をクレジットで購入しました。
その後何度もメールのやり取りをしていますが、ポイントばかりが減り、当選金はもらえません。だま

されたのでしょうか？

【アドバイス】
懸賞サイトに関する相談が昨年末からよく寄せられています。
真面目な懸賞サイトがある一方、はじめから個人情報の取得やメール交換用のポイントを買わせること

が目的の偽の懸賞サイトがあります。
当選メール は、出会い系サイトとつながりがあると言われています。

受取人は当選金が受け取れると信じ、ポイントを振込みやクレジット決済で購入しますが、これを受け
取り、手続きのやりとり（同じ文面を何度も送る）で使い果たし、またポイントを買ううちに料金が高額
になります。もちろん当選金はもらえません。

トラブルを回避するには、懸賞サイトにやみくもに応募せず、サイトの内
容をよく確認することが大切です。
もし、 メールの受信にポイント購入 などの条件が出た場合は、不審な

サイトの可能性があるので関わらないようにしましょう。もちろん、ポイン
ト料のクレジット決済や振込みも禁物です。

文化財防火デーに消防訓練

消費生活相談窓口
竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

火・木曜日 次回開設日 月 日

クルマ社会にデビューしていく子どもたちにとって、交通
事故は、最も身近な危険です。まずは保護者の方が基本的な
マナーを守り、子どもたちに手本を見せましょう。
入学前に通学路を実際に歩いて危険な場所をチェックし
ましょう。
道路でふざけたり、遊んではいけないことを教えましょう。
歩道がない道路では、道路の右端を通行しなければなら
ないことを教えましょう。
横断歩道や信号機のある場所で、左右の安全を確認して
から横断することを教えましょう。

ワンポイントアドバイス
スクールバスで通学する場合は、バスの乗り降りに伴う安
全指導・車内でのマナーやエチケットを、しっかり指導をお
願いします。
木江警察署
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環境緑化支援事業
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救急患者輸送艇竣工式

月

日
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大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第

回
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
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ト
が
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催
さ
れ
ま
し

た
。
小
学
生
か
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で
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組
の
皆
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が
日
ご
ろ
の
練
習
の
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を
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露
し
ま
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た
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長
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で
い
た
練
習
を
再
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人
、
お
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お
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さ
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お
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ん
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等
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続
け
て
出
場
し
た
人
は
、
昨
年
か

ら
の
成
長
ぶ
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

木江っ子、春の雪の中へ飛び出す
月 日、恒例の木江ロードレース大会が行われました。

（幼稚園児 中学生・一般のマラソンの部、ウォーキングの
部）どの顔も、雪の降りしきる中を元気に駆け抜けました。

去
年
よ
り
も
っ
と
上
手
に

第 回ピアノリレーコンサート



こんにちは。先月はグラムさんがクリスマス休暇の帰
省について書かれていましたが、私も年末年始は帰国し
ました。場所はカリフォルニア州サンディエゴ。グラム
さんがニューヨークなど東海岸で過ごす間、私は シャ
ツ姿で浜辺を裸足で散歩していました。
すてきな休暇でした。両親とサンディエゴ近郊のラ
ホーヤという有名なビーチで過ごし、高層ビル最上階の
有名なレストランで、夜景を見下ろしながらクリスマ
ス・ディナー（アメリカでは特別な食事。）をいただき
ました。
アメリカ一過ごしやすい街といわれるサンディエゴは、
年中ほどよい気温で好天が続きます。滞在中も陽光が降
り注ぎ、澄んだ空気の中おおかた屋外で過ごしました。
サンディエゴ有数のすばらしいビーチで兄弟とサー
フィンを楽しみました。お気に入りの オーシャンサイ
ドビーチ で大晦日にサーフィンをし、 年で最後の太
平洋に沈む夕日を眺めました。もうひとつの楽しみはカ
リフォルニア砂漠でのハイキング。サンディエゴは沿岸
都市ですが、内陸は乾燥し、岩の多いところです。巨大
なサボテンや遠くそびえる山々を眺めました。
シーワールドや野生動物園など近郊の観光地もめぐり
ました。野生動物園は、広大な土地をサファリのように
特別な車で、自然のままの動物たちを見物します。
写真はクリスマスにラホーヤビーチで撮ったもの。家
族と夕日を眺めました。すてきな写真でしょ。ジュディ

ラホーヤビーチで
サンディエゴで冬休み

月 ・ 日、姉妹市庄原市で開催された第
回広島県雪合戦大会に、今年もチーム みかん
大崎上島丸 が参加しました。今年はユニフォー
ムを揃えて意気込みも新たに挑戦、予選リーグを
突破したもののベスト 入り成らず。みかん等特
産品販売での交流には、大いに成果がありました。

交
流
に
成
果
あ
り

月 日、ルンビニ幼稚園へ姉妹町北広島町か
ら トン車に山盛りの雪が届きました。雪の少な
い島の子らを楽しませようというもの。雪が下ろ
されると、子どもたちは歓声を上げながら、早速
さわったり踏みしめたりしました。朝早くに発っ
て運搬してきた北広島町の職員も笑顔です。

雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト



平成 年 月から、従来の老人保健に基づく市町村に
よる住民健診が、医療保険者に義務付けられた特定健
診・特定保健指導となります。
今回の制度改正は、高齢社会を迎え、疾病予防、特に
生活習慣病の予防に的を絞り込んだものとなっています。

歳の被保険者・被扶養者を対象とし、以下の検査
が実施されます。

基本的な健診項目

質問票（服薬歴、喫煙歴など）
身体測定（身長、体重、 、腹囲）

は身長と体重から算出する肥満の指標

理学的検査（身体診察）
血圧測定
血液検査
・肝機能検査［ （ ）、 （ ）、

（ ）］
・脂質検査［中性脂肪、 コレステロール、

コレステロール］
・血糖検査［空腹時血糖またはヘモグロビン ］
検尿（尿糖、尿蛋白）

健診結果に応じて特定保健指導者（医師・保健師・管
理栄養士など）による保健指導が行われます。特定健診
で自分の健康状態をチェックして、生活習慣の見直しと
改善をはかることがメタボリックシンドローム（内臓肥
満症候群）の予防と対策に有効です。

基本的な健診項目

特定健診・特定保健指導
県立安芸津病院 臨床検査科 平田 勝美

東 広 島 地 域 保 健 所 の 相 談 会

精 神 保 健 福 祉 相 談 員 に よ る 相 談

保 健 師、 栄 養 士 に よ る ア レ ル ギ ー 相 談

まず、お電話で予約を。希望の場所で相談を受けます。
毎週月 金 （祝祭日・年末年始を除く）
保健課健康増進係 内線

（直通）

東 広 島 地 域 保 健 所 の 相 談 会

精 神 保 健 福 祉 相 談 員 に よ る 相 談

保 健 師、 栄 養 士 に よ る ア レ ル ギ ー 相 談

電話、面接のどちらでも応じます。
保健課保健対策係 内線

町の保健師・栄養士も随時相談を受け付けています。

自死遺族の悲しみや苦しみと、
どう向き合うか
日時 月 日
場所 広島県立総合精神保健福祉センター
講師 藤井 忠幸さん 参加費 無料
対象 広島県内に居住し、家族を自死で亡くされた方
講師プロフィール
東京神学大学神学部卒業。編集関係の仕事に従事。平成
年のある日、妻と突然死にて死別。以降、遺族の悲嘆や

回復に向けてのグリーフケア（悲嘆支援）について体験的
に整理し、学ぶ。それらの体験を 自ら逝ったあなた、遺
された私 （朝日新聞社刊）の編集・刊行や 自殺と未遂、
そして遺された人たち （現代のエスプリ）等に執筆。最近
は特に自死遺族のグリーフケアの実践に長く関わっている。
現在、 法人グリーフケア・サポートプラザ副理事長、
自死遺族ケア団体全国ネット事務局長、ハコミ公認セラピ
ストなど。

まずは電話で、広島県立総合精神保健センター地域
振興課（ ）まで。締め切りは 月 日。

自死
ど

月の基本健診は廃止、特定健診へ
基本健診は、毎年 月にがん検診などをあわせ総合健

診として町が実施してきましたが、平成 年度から、医
療保険者（国保・社保・共済組合等）が実施する特定健
診に生まれ変わります。特定健診は、国の医療制度改革
の一環としての制度で、生活習慣改善のための取り組み
（特定保健指導）につなげるために実施されます。対象
となるのは 歳から 歳までの医療保険加入者です。
大崎上島町では、国民健康保険加入者（ 歳 歳）

及び後期高齢者医療対象者（ 歳以上）を対象に 月ご
ろの実施を予定しています。国保以外の医療保険の加入
者は対象となりませんが、被保険者本人を除く家族につ
いては、この際に健診を受けられるよう現在調整中です。
なお、がん検診は 月下旬に、その他の検診（骨・肝
炎・早期の健診）も特定健診とは別に実施します。
詳しくは、順次お知らせします。今後、町や医療保険
者からのお知らせにご注意ください。

月 町
の
健
診
が
変
わ
り
ま
す

台
所
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
る

台
所

ヘルスメイトは、環境問題にも取り組んでいま
す。廃油のリサイクルや米のとぎ汁・生ごみの活
用など。すみれ祭りの会場で しました。



保護者の皆さん、予防接種を忘れないで

エネルギー
たん白質
カロテン

低カロリースイーツ

デコレーションゼリー

少しずつ寒さが和らぎ、花のつぼみもふくらむ季節で
す。ひな祭り、卒業、入学、お花見の集まりなど、春は
ちょっと華やいだ気分を味わいたい季節ですね。そんな
時についつい手がでてしまうお菓子には要注意。お菓子
やケーキ類は脂肪や糖分が多く、エネルギーが高いので
摂り過ぎは禁物です。でも、お菓子を我慢することでス
トレスがたまり、反動でドカ食いを招き、体重を増やし
てしまうことも多いのです。 菓子・嗜好飲料は楽しみ
ながら適度に をモットーに 日 程度が適量
といわれています。
そこで今回は寒天を使った低カロリーで見た目も華や
かなスイーツを紹介します。ニンジンとミカン果汁を
ベースにしたゼリーをパーティー向きにフルーツやリボ
ン等で飾り、華やかなデコレーションが楽しめます。

予防接種は、麻しん（はしか）や百日咳のような感染
症の原因となるウイルスや細菌、または菌が作り出す毒
素の力を弱めてワクチンをつくり、これを体に接種して
その病気に対する抵抗力（免疫）を作ることを目的とし
ています。予防接種をしたからといって完全にその病気
にならないということではありませんが、重症化を防い
でくれます。
予防接種法によって予防接種は、定期接種と任意接種
の二通りがあります。
定期接種とは 国が接種を勧奨し、市町村長は政令で
定められた年齢枠内の者に対して予防接種を行わなけれ
ばならない。とされているもので、接種対象の病気も ジ
フテリア、百日せき、急性灰白髄炎、麻しん、風しん、
日本脳炎、破傷風、結核、インフルエンザ（ 歳以上）
と定められており、町が接種を支援しています。
それに対して、任意接種とは、定期接種対象以外の病
気に対する予防接種で、おたふくかぜや、水ぼうそうな
どが当てはまります。また、定期接種の年齢を過ぎてし
まって接種する場合もこちらです。
ここ数年の間で予防接種法の改正が多い中、対象者に
は案内通知を送ったり、広報に記事を載せたり、放送等
で、周知をはかっているところですが、定期接種が確実
に行えていません。確実に免疫をつけるために回数、間
隔を正しく予防接種を受けましょう。
保健衛生課 保健師

材 料 分量 （ 丸型作り方）
粉寒天 小 袋
水 カップと半分
砂糖 大さじ
％ミカン果汁 カップ強

ニンジン 中 本

飾り用
生クリーム 大さじ
好みのフルーツ 適量
ミント 少々

妊婦一般健康診査受診券を交換します
平成 年度から妊娠中の健診項目が変更となるため、

妊娠週数に合った受診券への交換を行います。対象の方
には個人宛に通知しますので、期限内に交換の手続きを
してください。また、対象に当てはまる方で 月に入っ
ても通知の届かない方はご連絡ください。
対象者 平成 年度中に妊娠の届出をした妊婦
交換期間 平成 年 月 日 日

妊婦

中学 年生、高校 年生へ
麻しん風しんの予防接種を
昨年、大学生を中心に全国的に麻しんが流行し、社会
的に混乱が起こりました。このことを受けて、平成 年
から 年間、中学 年生及び高校 年生に相当する年齢
の方を対象に、麻しん風しんの混合ワクチンを接種する
制度ができました。対象となる方には、 月以降に通知
します。

中学
麻

作り方
ニンジンはうす切りしてやわらかくゆでる。
ゆでたニンジンと ％ミカン果汁をミキサーにか
け、ニンジンジュースを作る。
鍋に水と粉寒天をふり入れ、 分ぐらぐらさせ

る。その中に砂糖と のニンジンジュースを加え、よ
く混ぜる。
円形のケーキ型に流し入れ、冷やし固める。
お皿に取り出し、上に泡立てた生クリームと好みの
フルーツ、ミントを飾る
粉寒天 袋（ ）は棒寒天 本（ ）相当。
人分は 切れです。

交換場所 本庁 住民課窓口係、大崎支所 地域振興課、
木江支所 保健衛生課
持ってくるもの 印鑑、現在交付してある妊婦一般健康
診査受診券
保健衛生課 保健師



国民年金保険料は社会保険料控除の対象です
将来のためにも、納付しましょう！
国民
将来
平成 年中に納めた現年度分・過年度分の国民年金保

険料は、平成 年分の所得申告において、全額社会保険
料控除の対象になります。家族のために納めた保険料や
国民年金基金の掛金も全額対象になります。申告には、
年間に納めた保険料の額を証明する 社会保険料（国

民年金保険料）控除証明書 や 領収証書 の添付が必
要です。
社会保険庁から証明書類として 社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書 を郵送しています。平成 年
月送付分 平成 年 月 日 月 日までに納めた方
平成 年 月送付分 平成 年 月 日 月末日まで
平成 年中に初めて納めた方
控除証明書専用ダイヤル
（平日 平成 年 月 日まで）

特別弔慰金請求受付期限は今年の 月 日までです。
戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成 年 月 日に
おいて、恩給法や公務扶助料や戦傷病者戦没者遺族等援
護法による遺族年金等を受ける方がいない場合に、次の
順番による先順位のご遺族お一人に、第八回特別弔慰金
が支給されます。
対象者順位（戦没者等の死亡当時のご遺族）
．弔慰金の受給権者
．戦没者等の子
．戦没者と生計関係を有しており、かつ戦没者等と氏
が同じである 父母 孫 祖父母 兄弟姉妹

．上記 以外の 父母 孫 祖父母 兄弟姉妹
．上記 から 以外のご遺族で、戦没者等の死亡時ま
で引き続き 年以上生計関係を有していた三親等内
の親族

請求手続き及び問合せ先 福祉課福祉指導係（木江支所）
、地域振興課福祉保健係（大崎支所）

、住民課窓口係（本庁）

戦没者等のご遺族のみなさんへ戦没

海技免状更新講習海技
海技免状及び小型船舶操縦免許証の有効期限は 年。

有効期間満了日の 年前から更新期間に入ります。
海技士免状の所持者は 日前までに予約が必要です。
小型船舶操縦士で、有効期限を過ぎた方の講習も行い
ます。
講習日 月 日 （受付 ）
場所 木江公民館
持参するもの 海技免状（操縦免許証）、本籍記載の住
民票 通（小型の方）、写真 枚（ 正面・
無帽・無背景）、ボールペン、認印
海技士の方は住民票不要、写真 枚（ ）

料金 小型 円（小型失効 円）、大型 円、
送料別途必要（小型のみ 円、その他 円）
主催 中国船舶職員養成協会

町立の小学校・中学校入学予定者に対して行われる就
学校の指定及び在学中の就学校については、変更の申立
ができます。教育委員会がその事由を相当と認めた場合、
変更が許可されます。
要件（変更申し立て事由）
ア 地理的な理由、イ 身体的な理由、ウ いじめへの
対応、エ 部活動等学校独自の活動、オ その他教育委
員会が相当と認める事由
手続き 所定の指定学校変更申立書を、教育委員会総務
課に提出してください。（郵送不可）
教育委員会 総務課

就学指定校の変更について就学
確定申告に公的年金等の源泉徴収票確定
国民年金や厚生年金などの老齢を事由とする年金を受
けている方全員に、社会保険業務センターから 平成
年分公的年金等の源泉徴収票 を郵送しています。この
源泉徴収票 は確定申告される場合に必要となります。
障害年金や遺族年金などは課税の対象になっていない
ため 源泉徴収票 は発行されません。
年の途中で死亡された方には、 源泉徴収票 は発行
されません。必要な場合はお問い合わせください。
ねんきんダイヤル
三原社会保険事務所

小さな掛け金、大きな補償。スポーツ安全保険は、ス
ポーツ・文化・ボランティア活動などを行う人々が、安
心して活動できるよう傷害保険と賠償責任保険および共
済見舞金を組み合わせた補償制度です。
加入資格 人以上のアマチュアの団体やグループ
対象となる事故の範囲 団体活動中の事故・その往復中
の事故
掛け金（ 人・年額）子ども団体（中学生以下）
円、 （団体活動中とその往復中以外の事故も対

象） 円、 子どもの指導者 円、 子
どもの指導者 円 大人の団体（高校生以上）
成人の文化・ボランティア活動を行う団体 円、
高齢者のスポーツ団体 円、 成人のスポーツ団体

円、 危険度の高いスポーツを行う団体 円
保険期間 月 日 翌年 月 日随時（ 月 日以後
に申し込みの場合は掛け金を振り込んだ翌日 ）
スポーツ安全協会広島県支部（広島県教育委員会内）

スポーツ安全保険に加入をス
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広島県では、 年 月より自販
機でのたばこ購入に専用の
カードが必要になります。

発行手数料、年会費無料。カード
（ タスポ）の申し込みは、たば
こ販売店店頭などでできます。

日本たばこ協会

升谷医院

満岡医院

射場医院

伊藤医院

円山医院

越智医院

変更になることがあります。

月の診療日
日 、 日

受付
診療

（診療日のみ）

第 回ふれあい卓球大会のお誘い
日時 月 日 開会
場所 広島商船高等専門学校第一体育館
主催 ピンポン上島
種目 男子シングルス（一般の部・ベテランの部）

女子シングルス（一般の部・ベテランの部）
ベテランの部は 歳以上

参加費 中・高・高専生 円、一般 円
昼食は各自で準備してください。

申し込み期限 月 日
佐々木豊美（ピンポン上島事務局長）
・ファックス

第 キャンペーンで光ファイバにお申し込みの方々へ

接続工事がさらに遅れる見込みです
町広報 月号等で、 月中旬以降にお申し込みの方は工
事が 月末以降 とお知らせしましたが、さらに予想を上回
る申し込みをいただき、サブセンター（集会所等に設置され
た中継施設）の対応工事になお時間がかかることとなりまし
た。関係各所に可能な限り早急な対応をお願いしていますが、
多くの方の接続工事が 月末以降となる見込みです。ご迷惑
をおかけして大変申し訳ございません。今しばらくお待ちく
ださいますようお願いします。（企画課）
エネルギア・コミュニケーションズ

キャ

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

日 東野健康駅伝大会

月 育児相談 木江保健福祉センター （受付）

麻しん
風しん
期

（ 月 日
日）

火
上島コスモス 木江保健福祉センター

健康相談 大崎上島開発総合センター （受付）

水

木

金

土
つくしの会読みかたり 情報プラザ・エル

木江支所 階

日 大崎駅伝大会 スタート

月

麻しん
風しん
期

（ 月 日
日）

火

水 断酒会 東野保健福祉センター

木

金

土

日 西野小学校閉校式

月
三種混合
期初回
・追加
予備

（ 月 日
日）

火 中野小学校閉校式

水 糖尿病予防講演会 木江保健福祉センター

木 フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）

金

土

金 ポリオ 東野保健福祉センター （受付）

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

麻しん
風しん
期

（ 月 日
日）

麻しん
風しん
期

（ 月 日
日）

三種混合
期初回
・追加
予備

（ 月 日
日）
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